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内容概要

分家大名は本家によって創出され、本家を守る藩屏となり、一門として本家当主にもなりうる存在
であった。また将軍へ奉公を行ったことから、時に本分家が対立することもあった。本書は、分家
の役割、同族としての結合と主従制、支配的権威の創出、幕府との関係など、佐賀藩鍋島家の本分
家を多面的に分析し、幕藩体制の権力構造を総合的に解明する。
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